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「
社
長
＝
男
性
」の
扱
い

残
念
だ
っ
た
先
入
観

　
私
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
社
長
秘
書

を
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
都
内
の
仕
事
先

に
社
長
の
代
理
で
電
話
を
し
た
際
、
電
話

口
で
「
社
長
＝
男
性
」
の
扱
い
を
受
け
ま

し
た
。
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
ら
ず
、
非
常

に
残
念
に
思
い
ま
し
た
。
気
に
な
っ
て
調

べ
て
み
る
と
、
日
本
の
女
性
社
長
の
割
合

は
８
・
１
％
だ
そ
う
で
す
。

　
弊
社
は
社
長
を
は
じ
め
全
員
が
女
性

で
、
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
メ
ン

バ
ー
が
９
割
で
す
。
「
時
間
や
環
境
の
制

約
は
視
点
を
変
え
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
に
な

る
」
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
日

々
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
従
来
の
当
た
り
前
が
崩
壊

し
て
は
や
２
年
。
「
女
性
だ
か
ら
」
と
い

う
偏
り
を
外
し
て
「自
分
と
い
う
人
間
が
、

ど
の
よ
う
に
社
会
と
つ
な
が
る
か
」
を
、

一
人
一
人
が
も
っ
と
自
由
に
実
践
で
き
る

世
の
中
に
な
る
と
す
て
き
だ
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
ひ
た
ち
な
か
市
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
河

股
麻
美
、
36
歳
）

育
休
取
得
率
高
い

ノ
ル
ウ
ェ
ー
男
性

　
２
０
１
７
年
に
茨
城
県
事
業
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
フ
ラ
イ
ト
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
視
察
に

行
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
長

時
間
の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
、
保
育
園
児

２
人
の
育
児
と
義
理
の
両
親
の
介
護
に
直

面
し
、
両
立
に
悩
み
、
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け

る
た
め
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
一
番
の
衝
撃
は
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
共
働
き
な
の
に
、
保
育
園
に
延

長
保
育
が
な
い
こ
と
。
母
親
の
頑
張
り
に

依
存
す
る
の
で
は
な
く
父
親
も
同
様
に
育

児
を
担
い
、
生
産
性
高
く
定
時
で
仕
事
を

終
え
て
、
お
迎
え
に
来
て
い
ま
し
た
。
当

時
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
男
性
の
育
休
取
得
率
は

約
75
％
。
日
本
は
５
・
１
％
で
し
た
。

　
い
よ
い
よ
来
月
、
改
正
育
児
・
介
護
休

業
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
女
性
も
男
性
も

「
育
児
」
「
介
護
」
「
仕
事
」
「
家
庭
」

を
自
分
ら
し
く
両
立
で
き
る
時
代
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
守
谷
市
、
会
社
員
、
桜
田
陽
子
、44
歳
）

二
つ
の
名
字
を
使
い
分
け
る
宮
下

（小
川
）嘉
代
子
さ
ん
＝
つ
く
ば
市
内

　
４
人
の
息
子
を
育
て
な
が
ら
、

守
谷
市
の
子
育
て
団
体
「
ま
ま
も

り
」
の
代
表
を
務
め
る
宮
下
＝
旧

姓
・
小
川
＝
嘉
代
子
さ
ん
（
51
）
。

本
業
は
都
内
の
企
業
に
勤
務
す
る

会
社
員
で
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開

発
な
ど
を
担
う
。

　
職
場
な
ど
、
仕
事
に
関
わ
る
場

面
で
は
、
旧
姓
の
「
小
川
」
を
名

乗
る
。
結
婚
に
伴
い
、
名
字
は
「
宮

下
」
に
変
わ
っ
た
が
、
仕
事
関
係

者
に
は
旧
姓
が
浸
透
し
て
い
た
た

め
、
「
変
え
よ
う
と
は
全
く
思
わ

な
か
っ
た
」
。
む
し
ろ
変
え
る
こ

と
で
、
取
引
先
な
ど
に
「
一
か
ら

ま
た
自
分
を
売
り
込
ま
な
き
ゃ
い

け
な
く
な
る
よ
う
な
気
が
し
た
」

と
振
り
返
る
。

　
も
と
は
都
内
に
住
ん
で
い
た

が
、
三
男
の
妊
娠
を
機
に
同
市
内

に
Ｕ
タ
ー
ン
移
住
し
た
。
約
15
年

前
か
ら
、
当
時
ま
だ
珍
し
か
っ
た

テ
レ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
、
育
児

と
仕
事
を
両
立
。
そ
の
中
で
、「
地

域
の
み
ん
な
で
子
育
て
を
し
て
い

け
る
社
会
を
つ
く
り
た
い
」
と
、

子
育
て
世
代
の
有
志
ら
と
ま
ま
も

り
を
立
ち
上
げ
た
。

　
ま
ま
も
り
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

は
、
現
姓
の
「
宮
下
」
を
使
う
。

子
ど
も
た
ち
の
母
親
と
い
っ
た
、

家
族
の
中
で
の
役
割
を
よ
り
強
く

感
じ
る
と
い
い
、
「
名
字
を
使
い

分
け
る
こ
と
で
、
（
仕
事
と
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
）
モ
ー
ド
が
変
わ
り
、

気
持
ち
の
切
り
替
え
が
し
や
す
く

な
っ
た
」
と
語
る
。

　
あ
え
て
二
つ
の
名
字
を
使
う
こ

と
で
困
る
こ
と
は
「
特
に
な
い
」。

強
い
て
言
え
ば
、
メ
ー
ル
や
電
話

で
普
段
使
っ
て
い
な
い
方
の
名
字

を
名
乗
り
、
「
ど
な
た
で
す
か
？

　
と
返
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
け

ど
」
と
笑
う
。

　
現
在
は
、
都
内
の
企
業
数
社
に

掛
け
合
い
、
就
業
を
望
む
同
市
内

の
母
親
た
ち
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
仕

事
を
紹
介
す
る
活
動
も
行
う
。「仕

事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
、
両
方
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
き
た
こ
と
」
と
語
る
。
そ
の
上

で
、
「
自
分
に
と
っ
て
は
ど
ち
ら

の
名
字
も
大
切
。
二
つ
あ
っ
た
こ

と
で
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
も
多

い
」
と
力
を
込
め
た
。

（
松
原
芙
美
）

新制服作りを中心になって取り組ん

だ越田花映さん、中村陽南さん（左

から）＝水戸市大町の県立水戸二高

　
も
っ
と
自
由
に
、
男
女
ど
ち

ら
が
着
て
も
、
誰
が
着
て
も
似

合
う
制
服
に
し
た
い
―
。
こ
の

春
、
県
立
水
戸
二
高
を
卒
業
し

た
、
ひ
た
ち
な
か
市
の
越
田
花

映
さ
ん
（18
）と
同
、
中
村
陽
南

さ
ん
（18
）は
、
今
春
か
ら
一
新

さ
れ
る
制
服
作
り
を
中
心
に
な

っ
て
担
っ
た
。

　
同
校
は
共
学
だ
が
、
現
在
男

子
生
徒
は
１
人
も
い
な
い
実
質

女
子
校
だ
。
だ
が
、
「
制
服
は

性
別
を
表
す
も
の
で
は
な
い
。

未
来
の
男
子
生
徒
の
た
め
に
必

要
。
（
新
制
服
は
）
心
の
自
由

に
つ
な
げ
、
後
輩
の
た
め
に
主

体
的
に
考
え
た
」
と
、
２
人
は

説
明
す
る
。

　
同
校
の
夏
服
は
１
９
７
０

（
昭
和
45
）
年
、冬
服
は
56
（昭

和
31
）
年
以
来
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
だ
。
全
校
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
「
（
制
服
を
）
変

え
た
い
」
と
、
回
答
し
た
生
徒

は
半
数
を
超
え
た
。
改
善
点
や

デ
ザ
イ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
取
り
入
れ
た
。

　
制
服
は
「ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
。
環
境

科
学
の
授
業
で
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）を
学
習

し
、目
標
５
の
「ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
実
現
し
よ
う
」
に
意
識
を

高
め
た
生
徒
も
多
い
と
い
う
。

　
ス
カ
ー
ト
の
ほ
か
ス
ラ
ッ
ク

ス
や
ネ
ク
タ
イ
、
リ
ボ
ン
も
加

わ
っ
た
。
着
る
人
が
「
自
由
自

在
に
組
み
合
わ
せ
を
選
択
で
き

る
」
と
い
う
。
セ
ー
タ
ー
の
色

も
グ
レ
ー
や
紺
、
黒
の
３
色
展

開
で
梅
の
花
の
刺
し
ゅ
う
な
ど

細
部
ま
で
も
こ
だ
わ
っ
た
。

　
高
校
生
活
で
男
女
格
差
を
感

じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う

２
人
。
だ
が
過
去
を
振
り
返
る

と
、校
外
活
動
な
ど
を
通
じ
「女

性
が
意
思
表
示
す
る
大
切
さ
」

「多
様
性
を
理
解
す
る
必
要
性
」

な
ど
を
感
じ
て
き
た
。

　
皆
で
共
に
考
え
た
経
験
か

ら
、
越
田
さ
ん
は
「
社
会
に
求

め
る
だ
け
で
な
く
共
に
認
め
合

い
、主
体
的
に
動
く
と
変
わ
る
」

と
語
り
、
中
村
さ
ん
は
「
女
性

だ
か
ら
発
揮
で
き
る
力
が
あ

る
。
挑
戦
し
た
り
立
ち
あ
が
っ

た
り
す
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

（
鈴
木
聡
美
）

　かわかみ・みちこ　県男女共同参画審

議会委員長（２００１年４月～17年10月）、

県総合計画審議会委員（０６年４月～17年

３月）、第26回いばらき女性海外派遣事業

ハーモニーフライト団長（07年）、いば

らき女性活躍推進会議顧問（16年）など

を歴任。現在は県教育委員、関耀会みら

いのもり保育園園長。水戸市在住。

「
女
性
の
貧
困
に
関
わ
る
課
題
を
ど
う
改
善
し
て
い
く

か
が
重
要
」
と
話
す
川
上
美
智
子
さ
ん
＝
つ
く
ば
市
内

　
１
９
８
５
年
に
雇
用
機
会
均

等
法
が
成
立
し
、
37
年
が
経
過

し
て
い
る
。
こ
の
間
に
、
男
女

共
同
参
画
基
本
法
や
女
性
活
躍

推
進
法
を
は
じ
め
、
育
児
や
介

護
、
女
性
の
働
き
方
を
含
め
て

法
整
備
が
進
み
、
女
性
を
取
り

巻
く
問
題
は
あ
る
程
度
解
消
さ

れ
た
。
し
っ
か
り
と
し
た
法
整

備
に
よ
り
男
女
共
同
参
画
が
成

熟
期
を
迎
え
た
中
で
、
現
状
を

見
れ
ば
、
女
性
の
政
治
参
画
、

女
性
の
貧
困
な
ど
に
よ
る
経
済

格
差
、
そ
し
て
無
意
識
の
偏
見

と
い
わ
れ
る
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス
」
は
課
題
と
し

て
残
っ
て
い
る
。

　
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
公

表
し
た
２
０
２
１
年
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
を
見
て

も
、
２
０
２
１
年
の
日
本
の
総

合
ス
コ
ア
は
０
・
６
５
６
、
順

位
は
１
５
６
カ
国
中
１
２
０
位

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
政
治
や

経
済
分
野
の
指
数
が
低
く
、
こ

れ
は
県
内
の
実
情
と
も
重
な
る

も
の
だ
。

　
県
内
で
は
経
済
分
野
に
お
け

る
経
済
格
差
を
ど
う
解
消
し
て

い
く
か
。
均
等
法
に
よ
り
雇
用

の
場
に
お
け
る
男
女
の
差
別
が

禁
止
さ
れ
、
女
性
の
労
働
力
率

も
上
昇
し
て
い
る
が
、
正
規
雇

用
か
非
正
規
か
に
よ
る
格
差

は
大
き
い
。

　
近
年
は
ひ
と
り
親
家
庭
が
増

え
、
女
性
の
貧
困
率
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
男
女
が
自
由
に

生
き
ら
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
に
は
、
女
性
の
経
済
的
自
立

は
引
き
続
い
て
の
課
題
と
い
え

る
。

　
政
治
の
面
で
は
、
県
議
会
議

員
の
数
を
見
て
も
、
本
県
は
59

人
中
女
性
は
４
人
（
内
閣
府
、

21
年
８
月
）
。
市
町
村
議
会
で

も
女
性
議
員
が
徐
々
に
増
え
て

き
た
が
、
女
性
が
い
て
も
一
人

だ
け
で
は
活
動
に
結
び
付
き
に

く
い
。
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い

く
た
め
に
も
、
女
性
議
員
数
の

底
上
げ
は
必
要
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
女
性
の
活
躍
を
阻

む
要
因
と
し
て
残
る
の
が
「
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
」。

思
い
込
み
や
決
め
付
け
に
よ
る

も
の
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
近

い
。
性
別
に
よ
る
「
固
定
的
役

割
分
担
意
識
」
と
し
て
長
年
問

題
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
言

葉
を
変
え
て
今
な
お
残
っ
て
い

る
。

　
国
際
女
性
デ
ー
が
始
ま
っ
た

の
は
１
９
１
０
年
。
日
本
で
は

翌
年
の
11
年
、
平
塚
ら
い
て
ふ

が
「
青
鞜
」
を
発
刊
し
、
女
性

解
放
を
訴
え
た
。
日
本
の
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
は
決
し
て
世
界
に
後

れ
を
取
っ
て
い
な
い
。
女
性
が

力
を
付
け
る
時
代
か
ら
多
様
性

を
大
切
に
す
る
社
会
へ
と
移

り
、
今
後
は
女
性
自
身
が
手
に

し
た
権
利
を
ど
う
生
か
す
か
。

自
分
の
た
め
に
だ
け
で
な
く
、

社
会
の
た
め
に
と
い
う
広
い
視

点
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

（
談
、
ま
と
め
・
滝
山
亜
紀
）

　

※世界経済フォーラム「グローバル・
　ジェンダー・ギャップ報告書」より作成

順位 国　名 値

１ アイスランド ０．８９２

２ フィンランド ０．８６１

３ ノルウェー ０．８４９

４ ニュージーランド ０．８４０

５ スウェーデン ０．８２３
…

１１ ド イ ツ ０．７９６
…

１６ フ ラ ン ス ０．７８４
…

２３ 英 国 ０．７７５

２４ カ ナ ダ ０．７７２

…

３０ ア メ リ カ ０．７６３
…

６３ イ タ リ ア ０．７２１
…

１０２ 韓 国 ０．６８７
…

１０７ 中 国 ０．６８２
…

１２０ 日 本 ０．６５６

　
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
公
表
す
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
下
位
に
低
迷
す
る
日

本
。
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
尊
重
さ
れ
、

共
に
生
き
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
に
は
課
題

が
山
積
み
だ
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
巡
る
意
識
は
ど

う
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
県
内
の
現
状

を
探
っ
た
。

（
23
面
参
照
）

（ ） Ａ版　 第三種郵便物認可 年（令和４年） 月 日　　火曜日


